
	
 

福井地方裁判所御中 

平成２４年（ワ）第３９４号、平成２５年（ワ）第６３号 

大飯原発３、４号機運転差止請求事件	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

原告	
 	
 松田	
 正	
 他１８８名	
 

被告	
 	
 関西電力株式会社	
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 平成２５年１０月２日	
 	
  

     原告ら訴訟代理人弁護士	
 佐	
 藤	
 辰	
 弥 

同	
 	
 	
 上	
 	
 	
 	
 笠	
 原	
 一	
 浩  

	
 

	
 

  	
 
 号	
 証	
 

	
 

   標	
 	
 	
 目	
 
	
 

（原本・写しの別

）	
 

	
 

作	
 成	
 

	
 

年月日	
 

	
 

	
 

 作成者	
 

	
 

                    	
 
  	
 立	
 証	
 趣	
 旨  	
 
                    	
 

	
 

	
 

 備考	
 

 甲2	
 原発と震災	
 原

本	
 

23.7.7	
 「科学」編

集部編	
 

核分裂性のウラン２３５の資源

量は少ないため，原子力を意味

のあるエネルギー源にしようと

するなら，ウランの大部分を占

めるウラン２３８をプルトニウ

ム２３９に変換して利用するこ

とが必要となるが，これを実現

するための核燃料サイクル政策

は完全に破綻していること（第

１準備書面第２第１項）	
 

97～99

頁「再

処理が

もたら

すもの

」小出

裕章	
 

 	
    地震随伴事象としては地震時地

殻変動も極めて重要であること

（第４準備書面第１第２項）	
 

60～71

頁「基

準地震

動を考

える⑵

とまと

め」石

橋克彦	
 



	
 

 甲3の1	
 福井新聞記事

（インターネ

ット記事）	
 

http://www.

fukuishimbun.

co.jp/localne

ws/nuclearpow

er/41795.html	
 

写

し	
 

25.4.16	
 福井新聞
社	
 

（１）被告の想定する津波の波

高は、当初の１．６６～１．８

６メートルからいったん２．８

５メートルに変更されたこと	
 

（２）本件原発の敷地の高さが、

同証拠においてはＰＴ＋９．７

ｍと報じられていること	
 

	
 

甲3の2	
 ＮＨＫ記事（イ

ンターネット

記事） 
http://www9.n

hk.or.jp/kabu

n-blog/200/15

8426.html	
 

写

し 
25.6.11	
 ＮＨＫ	
 （１）被告の想定する津波の波

高がその後、３．８６メートル

に改められたこと	
 

（２）本件原発の敷地の高さが、

同証拠においてはＰＴ＋９．７

ｍと報じられていること	
 

	
 

甲3の3 読売新聞記事

（インターネ

ット記事） 
http://www.yom
iuri.co.jp/feature
/20110316-8669
21/news/201104
09-OYT1T0072
4.htm 

写

し 
23.4.10 読売新聞

社 
福島第一原発を襲った津波

は、地震直後の東京電力の調査

によれば波高１５メートルであ

ったこと	
 

	
 

	
 

甲3の4 朝日新聞記事(
インターネッ

ト記事) 
http://www.asah
i.com/special/10
005/TKY20110
7080623.html 

写

し 
23.7.8 朝日新聞

社 
福島第一原発を襲った津波

は、その後の東京電力の調査に

よると、波高１３．１メートル

であったこと	
 

	
 

甲3の5 東京新聞記事(
インターネッ

ト記事) 
http://www.toky
o-np.co.jp/articl
e/feature/nucerr
or/list/CK20130
41102100007.ht

写

し 
25.4.11 東京新聞

社 
（１） 被告は既存の防潮堤を

「数メートル」かさ上げ

して新基準に対応する考

えであること	
 

（２） 一方、原子力規制委員会
は、「想定できる最大級

の津波を防ぐ防潮堤」と

いう、上記よりはるかに

	
 



	
 

ml 厳格な安全対策を求めて

いること	
 

甲４ 徳島大学ホー

ムページ	
 

http://envd

p.ce.tokushim

a-u.ac.jp/hig

asinihon0510/

oosumi.pdf	
 

 

写

し 
平成２

５年９

月２７

日取得

情報 

徳島大学 徳島大学の大角恒雄教授は

「津波による防潮堤被害は、引

き波でも多くの被害が生じてい

る。これは防潮堤が静水圧の 3

倍程度で設計されているのに対

し、背後から襲う引き波には抵

抗できない。押し波は斜面上を

駆け上がるが、引き波は斜面を

一気に流れ、瓦礫、流木を含み、

破壊力は大きい。」と述べてい

ること	
 

	
 

甲５ 気象庁ＨＰ 
http://www.jma.
go.jp/jma/kisho
u/know/faq/faq2
6.html#tsunami_
6 

写

し 
25.9.27
取得情

報 

気象庁 観測された最大の津波は、遡

上高を基準にすると、2011 年 3

月 11 日東北地方太平洋沖地震

（東日本大震災）の際生じた、

岩手県大船渡市の綾里湾におけ

る遡上高 39.7m であること	
 

	
 

	
 


